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子ども手当の地方負担に反対する緊急声明（地方六団体）についての記者会

見概要 
 
【日 時】平成２１年１２月１０日（木） １５時～１５時９分 
【場 所】福岡県庁８階 会見室 
【出席者】麻生全国知事会会長 

 
（麻生会長） 
 子ども手当の地方負担に反対する緊急声明を今日六団体として、このように

出しました。先日知事会長として出したわけですが。中身はこの前の知事会の

時も同じだったのですが、やはり国と地方の役割ということをきちっと考えな

いといけないではないかと、それを考えた場合には、このような全国一律の現

金給付は国がちゃんと負担すると、保育所のようなサービス給付、これは地方

側でやっていくという考え方をきちっと持って役割分担をすべきである。かつ

総理大臣をはじめ長妻厚生労働大臣、原口総務大臣もこれはもう選挙の時のマ

ニフェストの考え方、あるいは、この地方の現状から見ても国でやっていくん

だと。総理大臣は１０月２０日だったか、非常に明確に言っているんです。そ

ういうことでございますから、是非、地方負担はしないんだと、むしろサービ

ス給付のところは、地方が担当するんだという考え方で貫いて貰いたいし、総

理の言葉は重たいのですから、その方針でやるべきであるということです。 
そして今回明確な形で加えていますのは、最後から二つ目のパラグラフなん

ですが、かりそめにも地方負担を求めるということになれば、地方の反発は極

めて大きい、そして信頼関係というのも非常に深刻な事態に陥るんだというこ

とを強い言葉で警告をいたしております。これは非常にそういう反発が強いん

です。というのは、その前に子育て応援特別手当で非常に今困っているんです。

市町村は議会で議決しているんですよ。それが突然ダメになったんでどうしよ

うかということで困っているんです。一遍のお詫びがきているだけなんです。

そういうことに加え、仮に今回一方的に決めるということならば、反発は非常

に強いですよということを加えているということであります。 
 なお、この緊急声明は今日、山本文男全国町村会長が長妻厚生労働大臣（注：

代理長浜厚生労働副大臣）と原口総務大臣に持って行って我々の意思を伝える

という行動をおこしております。 
以上です。 
 
（記者） 
 つい先日も知事会長名の声明が出されましたが、それに対して長妻厚生労働
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大臣をはじめとする反応はありましたか。 
 
（麻生会長） 
 無反応です。少なくとも我々、政府内でどういうふうになっているか知りま

せんが、少なくとも我々のところには厚生労働大臣がどう考えているんだとか、

これ非常に不思議なんですが、本来はなんか大きなことをやろうとすると、公

式、あるいは内々に話はあるんですが、大臣は全く無いですね。どうするつも

りだろうと思うんですがね。そういう状態でございます。 
 
（記者） 
 今のお話の中で前回と違うところは、後段の部分で「地方の反発が極めて大

きく、国と地方の関係は深刻な事態に陥ること」という下りを付け加えたとい

うことになりましたが、各知事も非常に反発を見せていまして、中には地方負

担分についてはボイコットすると明言されている方もいらっしゃいまして、そ

いう動きもありますがどう見られていますか。 
 
（麻生会長） 
 やっぱりそういう意見があるんです。実際に給付事務を担当する市町村側で

は、この給付事務をどうするのかということを含めて反発が強いです。 
 
（記者） 
 もし仮に、地方負担を強いるという形になった場合、全国知事会長の立場、

あるいは福岡県知事の立場で応じる、応じないどう思われますか。 
 
（麻生会長） 
 それは、今後どんなことで話がおこってくるのかどうか、まだ我々に一切無

い訳です。ただ我々新聞でのやり取りで、これはおかしい、話が変わっている

ではないかということであります。従って、最終的にどんな話があるのかとい

うことだと思います。いずれにしても、一方的に決めるということになった場

合には、極めて強い反発が起こるということは間違いないです。 
 
（記者） 
 その中には、応じないということもあるのか。 
 
（麻生会長） 
 極めて強い反発の中には、いろんなものがあろうと思います。 
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（記者） 
 松沢知事が松沢知事名で各知事に抗議文を出す・・ 
 
（会長） 
 出していますね。ああいう動きが出てこざるを得ない雰囲気に今なっている

んです。 
 
（記者） 
 福岡県にも来ているんですか。 
 
（麻生会長） 
 来ていますよ。 
 
（記者） 
 知事会の意見を伺いたいという大臣の方からあれば、意見を聞く場には出向

かれるのですか。 
 
（麻生会長） 
 それはそうでしょうね。我々は地方と国の協議については積極的にやるとい

う立場ですから。 
 
（記者） 
 協議をした上で、それで納得いけば地方負担というのは・・。 
 
（麻生会長） 
 納得いくようになるでしょうかね。 
これは、同時に東京の都道府県会館の記者クラブにも配付しています。 


